
申
告
相
談
を

延
長
し
て
い
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
申
告・
納
付
期
限
を
４

月
16
日（
木
）ま
で
延
長
す
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
国
の
方
針
を
受
け
、
町
役
場
で

行
う
申
告
相
談
は
次
の
と
お
り
期

間
を
延
長
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

期
間　

　
４
月
16
日（
木
）ま
で

受
付
時
間

〇
午
前
の
部　

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時

　
（
相
談
は
午
前
９
時
か
ら
）

〇
午
後
の
部

　
午
後
１
時
～
４
時

　
（
相
談
は
午
後
１
時
か
ら
）

受
付
場
所

　
税
務
課（
役
場
１
階
２
番
窓
口
）

　

受
付
後
、１
階
町
民
ホ
ー
ル
で

お
待
ち
い
た
だ
き
、
受
付
順
に
会

場
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

そ
の
他

〇
規
模
を
縮
小
し
て
行
う
た
め
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
や
、

佐
久
税
務
署
で
の
受
付
を
ご
案

内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
日
に
ち
別
の
地
区
指
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例

制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生
等
で

す
。

　

申
請
書
は
国
保
年
金
係（
役
場

１
階
７
番
窓
口
）に
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
国
民
年
金
保
険
料
学
生

�

納
付
特
例
を
ご
利
用
の
方
へ

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
元
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
２
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、

3
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
届
き
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す（
こ
の
場
合
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の

添
付
は
不
要
）。

　

国
民
年
金
の
ご
相
談・
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
小
諸
年
金
事
務
所

�

（
22
）１
０
８
０

　
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

�

（
31
）２
５
１
２

進
学
す
る
学
生
の

皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険

住
所
地
特
例
の
ご
案
内

～
手
続
き
を
し
な
い
と
無
保
険
に

�

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
～

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
学
生
が
親
元
を
離
れ
て
町
外
に

転
出
し
た（
住
民
票
を
移
し
た
）

場
合
に
は
、
引
き
続
き
町
か
ら
被

保
険
者
証
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
届
出
が
な
い
場
合
、
転
出
先
の

市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
学
生
本
人
に
国
民
健
康
保
険

料（
税
）の
支
払
い
が
発
生
し
た
り
、

無
保
険
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

転
出
後
、
国
保
年
金
係（
役
場

１
階
７
番
窓
口
）に
お
越
し
い
た

だ
く
か
、
ま
た
は
郵
送
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
被
保
険
者
証
の
申
請
に

�

必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

　
（
学
生
証
は
コ
ピ
ー
可
）

・
今
ま
で
の
国
保
被
保
険
者
証

・
認
め
印

学
生
用
被
保
険
者
証
の

�

返
還
に
つ
い
て

　
卒
業
な
ど
に
よ
り
学
生
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

�

（
31
）２
５
１
２ 

インフォメーション お 知 ら せ 掲 示 板

荒
廃
し
た
農
地
の
再
生
に

「
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業

補
助
金
」を

　
荒
廃
し
た
農
地
を
復
旧
し
、
耕

作
を
再
開
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

に
対
す
る
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
農
地

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で
、

農
業
委
員
会
が
農
地
と
し
て
利
用

す
べ
き
と
判
断
し
た
耕
作
放
棄
地

交
付
条
件

・
当
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
農

地
は
解
消
後
、
10
年
間
荒
廃
し

な
い
よ
う
耕
作
お
よ
び
管
理
す

る
こ
と

・
貸
借
す
る
際
は
、
農
地
利
用
集

積
計
画
な
ど
に
よ
り
利
用
権
設

定
す
る
こ
と

補
助
率

　
町
が
定
め
る
作
業
ご
と
の
単
価

表
に
よ
り
算
出
し
た
経
費
の
２
分

の
１
以
内

そ
の
他

・
過
去
に
当
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
た
農
地
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

・
事
業
着
手
後
の
申
請
は
、
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
着
手
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
経
済
課
農
政
係

�

（
32
）３
１
１
３　

そ
ば
生
産
者
対
象
の
補
助
事
業
を

�

ご
活
用
く
だ
さ
い

こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

　
農
業
振
興
施
策
の
一
環
と
し
て
耕

作
放
棄
地
等
の
解
消
を
図
る
た
め
、

町
で
は
そ
ば
生
産
者
に
対
す
る
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
種
子
無
料
頒
布
事
業

　
町
内
の
農
地
で
そ
ば
を
生
産
す
る

方
を
対
象
に
、
種
子
を
無
償
で
頒
布

し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
耕
作
者

※
平
成
29
年
度
以
降
に
無
料
頒
布
を

受
け
た
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
３
年

間
は
、
自
己
収
穫
種
子
を
蒔
い
て

い
た
だ
き
ま
す
。

種
子
の
品
種　
し
な
の
１
号

頒
布
量

　
10
ア
ー
ル
当
た
り
６
kg

頒
布
時
期　
７
月
中
旬
ご
ろ

申
し
込
み

　
申
込
書
は
、
産
業
経
済
課
農
政
係

に
あ
り
ま
す
の
で
、５
月
29
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
頒
布
し
た
種
子
を
播
種
し
な
か
っ

た
場
合
な
ど
は
、
返
却
ま
た
は
相
当

額
の
返
還
を
請
求
し
ま
す
。

そ
ば
刈
取
り
事
業

　
御
代
田
町
農
業
機
械
維
持
管
理
業

務・
運
営
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し

て
い
る
団
体
に
そ
ば
の
刈
取
り
を
依

頼
し
、
生
産
者
が
支
払
う
べ
き
刈
取

①
確
定
拠
出
型
で
長
期
に
安
定
し
た
制
度
で
す

　

農
業
者
年
金
は
、
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
加
入

者
や
受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度
で
、
運

用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
農
業
者
の
方
は
、
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
っ

て
い
な
い
農
業
者
、
ま
た
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

脱
退
は
、
自
由
で
す
。
脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し

て
受
け
取
れ
ま
す
。

③
保
険
料
は
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

　
毎
月
の
保
険
料
は
、２
万
円
か
ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単

位
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
払
込
み
期
間
中
で
も
保
険

料
額
の
変
更
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険

料
の
補
助
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金
で
す

　

年
金
は
、
終
身
で
受
け
取
れ
ま
す
。
も
し
、
80
歳
に
な
ら
れ
る

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
に
な
る

ま
で
に
受
け
取
る
予
定
で
あ
っ
た
金
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て

ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
税
制
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は
、
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ
先

　
　
農
業
委
員
会
事
務
局  （
32
）3
1
1
3

り
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

　
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
の
刈
取

り
料
の
う
ち
、３
千
円
を
町
が
補
助

し
ま
す
。

申
込
方
法

　

９
月
上
旬
に
、
昨
年
度
そ
ば
生
産

実
績
の
あ
る
方
を
対
象
に
申
込
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
補
助
を
希
望
す

る
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
新

た
に
刈
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、
産

業
経
済
課
農
政
係
に
あ
る
申
込
書
に

よ
り
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
ば
生
産
者
補
助
金
交
付
事
業

　
そ
ば
生
産
者
が
町
で
認
め
た
事
業

所
に
出
荷
し
た
場
合
、
玄
そ
ば
の
出

荷
量
に
応
じ
、
販
売
価
格
１
kg
当

た
り
に
補
助
金
を
上
乗
せ
す
る
事
業

で
す
。

対
象
者

　
自
ら
が
町
内
の
農
地
で
生
産
し
た

玄
そ
ば
を
出
荷
し
た
町
内
の
農
業
者

の
方

補
助
金
額

　
玄
そ
ば
販
売
量
１
kg
当
た
り

２
０
０
円
以
内（
補
助
金
額
は
、
そ

の
年
の
総
出
荷
量
に
よ
り
変
動
し
ま

す
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
経
済
課
農
政
係

�

（
32
）３
１
１
３

〇
毎
週
木
曜
日
の
時
間
延
長
は
行

い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
住
民
税
係

�

（
32
）３
１
２
６

特
定
計
量
器（
は
か
り
）

定
期
検
査
の
実
施

　
農
産
物
や
食
品
の
パ
ッ
ク
詰
め
、

学
校
で
の
体
重
測
定
な
ど
、
取

引・
証
明
に
使
用
す
る
特
定
計
量

器（
は
か
り
）は
、
計
量
法
第
19

条
の
規
定
に
よ
り
、２
年
に
１
回

の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
町
を
対
象
と
し
た

定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
特

定
計
量
器（
は
か
り
）を
持
参
し
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

日
時・
時
間
帯
な
ど
に
つ
い
て

は
、５
月
号
の
広
報
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

�

（
32
）３
１
１
３

　
長
野
県
計
量
検
定
所

�

０
２
６
３（
47
）４
０
０
６
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